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住品協技術報告会とは 

 

住品協では「協会員の皆様に今役立つ情報」というテーマで活動しています。その一環と

して、2019 年 2 月に「住品協技術報告会」を開催し一定の評価を得ることができましたの

で、2020年に第 2回を開催し、2021年の第 3・4回はコロナ禍の下、やむなく Webでの開催

といたしましたが移動が不要のため遠隔地の参加者などからは好評でした。2022 年 9 月の

第 5回は、地盤技術フォーラム 2022内の主催者セミナーとして開催いたしました。 

本報告会は、住品協の活動から得られた、業界の最新の情報、動向、技術を協会員へ共有

することを大きな目的としています。 

今回は、「失敗事例・事故事例に学ぶ」と題し、協会員の皆様の最大の関心毎について実

際の事例を基に技術委員が発表します。また、外部講演では業界としても大きく関わりのあ

るインボイス制度について税理士を招き解説いただきます。 

 

＜住品協技術報告会開催の目的＞ 

(1)住宅地盤を中心とした学術技術の進歩への貢献 

(2)住宅地盤技術者の資質向上 

(3)住宅地盤事業者の健全経営と社会貢献 

 

＜住品協技術報告会の内容＞ 

(a)住宅地盤に関わる「品質管理」「業務改善」「生産性の向上」に関する技術報告 

(b)上記の各委員会の発表・活動報告 

(c)新技術や業界動向などの企業・団体からの発表 

 

主に下記内容について報告いたします。 

 

・委員会報告 

住品協に設けられた各委員会の活動方針・内容・成果について報告します。 

技術委員会（基準書改訂、研究情報収集）、試験委員会、安全衛生委員会、経営支援委員

会の各委員会が、協会員の現状を把握しまとめて報告し、役立つ情報を紹介します。 

 

・技術報告 

協会員の皆様に役立つ情報として、住宅地盤に関わる「品質管理」「業務改善」「生産性の

向上」について、協会員企業の様々な取り組みを幅広く報告していただきます。 

 

・外部講演（業界講演、新技術講演） 

外部から有識者を招き、新技術や業界動向についてご講演いただきます。 



 

 

 

 

 

 

 

１．委員会報告



 

 

 

 

 

 

 



SWS技術小委員会

SWS実証実験報告

住品協SWS技術小委員会

（株）トラバース 松田 強

2023.3.24

SWS技術小委員会について

SWS（スクリューウェイト貫入試験）の
ＪＩＳ規格改正（2020.10）をきっかけに、
SWS試験の調査手法の再検証を目的に
2021年5月 に発足

ロッドの曲がりや回転数の違いなど、
調査条件が調査データにどのような

影響を与えるのかの比較調査
・結果の分析

2022年度の活動内容

実証実験結果の分析や、
JIS規格改正点を検証し、

調査時の管理項目・
調査機の点検項目の整理

SWS実証実験
管理項目・調査機の
点検項目のまとめ

2021年度 試験地（岡⼭）

2022年度 追加試験地
（2箇所）

②河北潟（⽯川県）

①⽔⼾市島⽥町（茨城県）

SWS実証実験

試験項目

・不良ロッド
・回転数の違い
・調査機の傾斜
・先行掘削の有無
・荷重段階の違い
・自沈層速度の判定基準

管理項目・調査機の
点検項目のまとめ

物件毎・調査時点検 機械点検時（6ケ⽉以内）



本日の発表内容

1. 各要因の調査結果に与える影響分析（竹田委員）

2. 回転速度による貫入速度への影響（マイク委員）

SWS実証実験

3. スクリューウェイト貫入試験点検表（小川委員）

管理項目・調査機
点検項目のまとめ



JIS改正にともなう
SWS実験結果について
住品協SWS技術小委員会
兼松サステック株式会社 竹田雅春

実験概要

実験概要
目 的

実験内容

試 験 機

①新ＪＩＳ仕様による調査（ベンチマーク）②不良ロッドによる調査
③試験機傾斜状態での調査 ④異なる回転速度による調査 ⑤荷重4段階仕様
⑥締まった表層打抜き後の再調査 ⑦急速貫入判定88mm/s設定による調査

2020年10月に改正されたＳＷＳ試験の新ＪＩＳ規格に基づく標準仕様と様々な
イレギュラー条件における実験調査を⾏い、データを⽐較検証して調査結果に
与える影響や傾向を確かめる。

⽇東精⼯社製︓ジオカルテⅣ
新ＪＩＳモード︓荷重6段階、回転速度30rpm、急速貫入判定80mm/s

実験場所・期間

実験場① 実験場②

実験場①︓茨城県⽔⼾市島⽥町 2022年10月 4⽇〜2022年10月 5⽇
実験場②︓⽯川県河北郡津幡町 2022年10月19⽇〜2022年10月20⽇



実験場①︓茨城県⽔⼾市島田町
地盤情報
大洗に近い涸沼川低地に位置する
第四期完新世の海⽔面上昇に伴い
粘性土が厚く堆積した沖積層

実験場②︓⽯川県河北郡津幡町湖東
地盤情報
昭和６０年度にかけて実施された
「国営河北潟⼲拓土地改良事業」
より誕⽣した河北潟⼲拓地であり
鋭敏な海成粘性土が厚く堆積する。

実験状況

河北潟実験場

曲がり(不良)ロッド

島田町実験場

実験場①データ
⽔⼾市島田町



試験順番号 試験名
① 6ア-88-3
② 5ア-Y-3
③ 6ア-88-2
④ 5ア-Y-2
⑤ 5ア-Y-1
⑥ 6ア-88-1
⑦ 2ア-15-2
⑧ 2ア-10-3
⑨ 2ア-15-3
⑩ 2ア-10-2
⑪ 2ア-15-1
⑫ 2ア-10-1
⑬ 1ア-B-2
⑭ 1ア-B-1
⑮

1ア-B-3
⑯ 3ア-10-3
⑰

3ア-50-3

⑱ 3ア-10-2
⑲ 3ア-50-2
⑳ 3ア-10-1
㉑ 3ア-50-1
㉒ 4ア-4-1
㉓ 4ア-4-2
㉔ 4ア-4-3
㉕ BMア-4-3
㉖ BMア-4-2
㉗ BMア-4-1

試験内容
急速貫入88mm/s
表層打抜き

急速貫入88mm/s
表層打抜き
表層打抜き

急速貫入88mm/s
傾斜15°
傾斜10°
傾斜15°
傾斜10°
傾斜15°
傾斜10°
不良ロッド
不良ロッド

不良ロッド
回転数10rpm
回転数50rpm

ベンチマーク

回転数10rpm
回転数50rpm
回転数10rpm
回転数50rpm
荷重4段階
荷重4段階
荷重4段階

ベンチマーク
ベンチマーク

⑤ ⑫ ㉒ ⑭ ⑪

⑥ ⑬ ㉗ ㉑ ⑳

⑲ ㉓ ③ ④ ⑩

⑦ ㉖ ⑱ ㉔

⑰ ⑮ ㉕ ②

⑧ ⑯ ⑨ ①

2ア-15-3 6ア-88-3

1ア-B-1

3ア-50-31ア-B-3

2ア-10-3 3ア-10-3

5ア-Y-3BMア-4-3

2ア-15-2 BMア-4-2 3ア-10-2 4ア-4-3

3ア-10-1

2ア-10-26ア-88-2

6ア-88-1 1ア-B-2 BMア-4-1 3ア-50-1

5ア-Y-24ア-4-23ア-50-2

5ア-Y-1 2ア-10-1 4ア-4-1 2ア-15-1

調査位置
調査位置図

換算N値柱状図一覧
BM-1 BM-2 BM-3 不良-1 不良-2 不良-3 10°-1 10°-2 10°-3 15°-1 15°-2 15°-3 10rpm-1 10rpm-2 10rpm-3

50rpm-1 50rpm-2 50rpm-3 4段階-1 4段階-2 4段階-3 打抜き-1 打抜き-2 打抜き-3 88mm/s-1 88mm/s-2 88mm/s-3

全数グラフ（平均比較）
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0 1 2 3 4 5

深
度
(m
)

N値

BM平均

ボーリング

不良ロッド平均

傾斜10°平均

傾斜15°平均

10rpm平均

50rpm平均

荷重4段階平均

表層打抜き平均

88mm/s平均

Ｎ値対応(BM平均－各データ平均)
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実験場②データ
河北郡津幡町

調査位置
調査位置図
⑥ ⑦ ㉒ ⑭ ⑧

① ⑬ ㉖ ⑰ ⑲

⑮ ㉓ ② ⑤ ⑪

⑫ ㉕ ㉑ ㉔

⑱ ⑯ ㉗ ④

⑩ ⑳ ⑨ ③

2イ-10-3 3イ-10-3 2イ-15-3 6イ-88-3

3イ-50-3 1イ-B-3 BMイ-4-3 5イ-Y-3

2イ-15-2 BMイ-4-2 3イ-10-2 4イ-4-3

3イ-50-2 4イ-4-2 6イ-88-2 5イ-Y-2 2イ-10-2

6イ-88-1 1イ-B-2 BMイ-4-1 3イ-50-1 3イ-10-1

5イ-Y-1 2イ-10-1 4イ-4-1 1イ-B-1 2イ-15-1

ベンチマーク

回転数50rpm
回転数10rpm
回転数10rpm
回転数10rpm
荷重4段階
荷重4段階
荷重4段階

ベンチマーク
ベンチマーク

㉕ BMイ-4-2
㉖ BMイ-4-1
㉗ BMイ-4-3

試験内容
急速貫入88mm/s
急速貫入88mm/s
急速貫入88mm/s
表層打抜き
表層打抜き
表層打抜き
傾斜10°
傾斜15°
傾斜15°
傾斜10°
傾斜10°
傾斜15°
不良ロッド
不良ロッド
回転数50rpm
不良ロッド
回転数50rpm

⑳ 3イ-10-3
㉑ 3イ-10-2
㉒ 4イ-4-1
㉓ 4イ-4-2
㉔ 4イ-4-3

⑮ 3イ-50-2
⑯ 1イ-B-3
⑰ 3イ-50-1
⑱ 3イ-50-3
⑲ 3イ-10-1

⑩ 2イ-10-3
⑪ 2イ-10-2
⑫ 2イ-15-2
⑬ 1イ-B-2
⑭ 1イ-B-1

⑤ 5イ-Y-2
⑥ 5イ-Y-1
⑦ 2イ-10-1
⑧ 2イ-15-1
⑨ 2イ-15-3

試験順番号 試験名
① 6イ-88-1
② 6イ-88-2
③ 6イ-88-3
④ 5イ-Y-3

換算N値柱状図一覧
BM-1 BM-2 BM-3 不良-1 不良-2 不良-3 10°-1 10°-2 10°-3 15°-1 15°-2 15°-3 10rpm-1 10rpm-2 10rpm-3

50rpm-1 50rpm-2 50rpm-3 4段階-1 4段階-2 4段階-3 打抜き-1 打抜き-2 打抜き-3 88mm/s-1 88mm/s-2 88mm/s-3

全数グラフ（平均比較）
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Ｎ値対応(BM平均－各データ平均)
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急速貫入判定88mm/s データ分析

分析方法①
標準偏差を基にしたデータ⽐較
BMデータの標準偏差(σ)を求め、BM仕
様の調査データであれば平均値から±2σ
の範囲にデータが⼊る確率95%という正
規分布の性質を利⽤し、各試験25cm
ごとの換算N値がBM平均±2σからどの
程度乖離しているか分析する。
分析区間※の全層、連続⾃沈層前後で
それぞれの乖離度合計を求め結果をグラ
フ化して傾向を視覚化する。

標準偏差の正規分布図

※分析区間は表層1.5m(1.75m)を除いた－1.5m(1.75m)〜9.0m(9.25m)とした。
( )は河北潟(実験場②)

𝜎 ൌ ∑ 𝑥௜ െ 𝑥 ଶ𝑛
±2σ内にデータ
の95%が収まる

標準偏差計算式

標準偏差と乖離度の算出⼿順
BM-1 BM-2 BM-3 平均

1.75 0.75 1.50 0.75 1.00
2.00 0.75 0.75 1.50 1.00
2.25 0.75 0.75 0.75 0.75
2.50 1.50 0.75 0.75 1.00
2.75 1.50 1.50 0.75 1.25
3.00 1.50 1.50 1.50 1.50
3.25 1.50 1.50 1.50 1.50
3.50 1.50 1.50 1.50 1.50
3.75 1.50 1.50 1.50 1.50
4.00 1.50 1.50 1.50 1.50
4.25 1.50 1.50 1.50 1.50
4.50 1.50 1.50 1.50 1.50
4.75 2.25 1.50 1.50 1.75
5.00 2.25 2.25 1.50 2.00
5.25 2.25 2.25 2.25 2.25
5.50 2.25 2.25 2.25 2.25
5.75 2.25 2.25 2.25 2.25
6.00 2.25 2.25 2.25 2.25
6.25 2.25 2.25 2.25 2.25
6.50 2.25 2.25 2.25 2.25
6.75 2.25 2.25 2.25 2.25
7.00 3.00 2.25 3.00 2.75
7.25 3.00 2.25 3.00 2.75
7.50 3.00 3.00 3.00 3.00
7.75 3.00 3.00 3.00 3.00
8.00 3.00 3.00 3.00 3.00
8.25 3.00 3.00 5.00 3.67
8.50 4.40 3.00 4.60 4.00
8.75 5.00 3.00 4.60 4.20
9.00 4.80 5.20 4.60 4.87
9.25 4.80 5.00 4.60 4.80

換算N値深度
(m) σ 2σ

0.3536 0.7071
0.3536 0.7071
0.0000 0.0000
0.3536 0.7071
0.3536 0.7071
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.3536 0.7071
0.3536 0.7071
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.3536 0.7071
0.3536 0.7071
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.0000 0.0000
0.9428 1.8856
0.7118 1.4236
0.8641 1.7282
0.2494 0.4989
0.1633 0.3266

標準偏差
−2σ ＋2σ
0.29 1.71
0.29 1.71
0.75 0.75
0.29 1.71
0.54 1.96
1.50 1.50
1.50 1.50
1.50 1.50
1.50 1.50
1.50 1.50
1.50 1.50
1.50 1.50
1.04 2.46
1.29 2.71
2.25 2.25
2.25 2.25
2.25 2.25
2.25 2.25
2.25 2.25
2.25 2.25
2.25 2.25
2.04 3.46
2.04 3.46
3.00 3.00
3.00 3.00
3.00 3.00
1.78 5.55
2.58 5.42
2.47 5.93
4.37 5.37
4.47 5.13

BM平均±2σ換算N値 比較データ 判定
15°-1 ±2σ範囲
1.50 〇 0.00
1.50 〇 0.00
1.50 × 0.75
1.50 〇 0.00
0.75 〇 0.00
0.75 × -0.75
0.75 × -0.75
1.50 〇 0.00
1.50 〇 0.00
1.50 〇 0.00
1.50 〇 0.00
1.50 〇 0.00
1.50 〇 0.00
1.50 〇 0.00
2.25 〇 0.00
2.25 〇 0.00
2.25 〇 0.00
2.25 〇 0.00
2.25 〇 0.00
2.25 〇 0.00
2.25 〇 0.00
2.25 〇 0.00
3.00 〇 0.00
3.00 〇 0.00
3.00 〇 0.00
4.20 × 1.20
4.60 〇 0.00
4.40 〇 0.00
4.40 〇 0.00
4.40 〇 0.00
4.40 × -0.07

乖離度

25cmごとの
BM平均N値
から標準偏差
(σ)を求める

±2σの換算
N値を算出

⽐較データが
±2σ内か判定
範囲外の場合
乖離度を算出
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傾斜15° 15°-1

15°-2

15°-3

±2σ

データのまとめ方
各データごとにBM平均N値±2σからの乖離判定を⾏った結果をグラフにした。
個々のデータが乖離なし(±2σ範囲内)であればゼロライン上にプロットされ、乖離がある場合
は乖離度をプラス側マイナス側それぞれにプロットされる。

←ライン上
乖離なし

プラス
側乖離

マイナス
側乖離

-1
0
1
2
3
4
5

乖
離

度
合

計

傾斜15°平均乖離度合計
全層
-7m以浅
-7m以深

各試験平均データの分析区間全層、連
続⾃沈層前後に分けた乖離度合計をグ
ラフ化する。上図例では連続⾃沈層以浅
の乖離度が⼤きいことがわかる。

分析方法②
変動係数によるバラツキ⽐較
各試験25cmごとの標準偏差とBM平均値によって変則変動係数(CV) ※1を求める。
分析区間※2全層および連続⾃沈層前後の平均変動係数を求めバラツキの程度を
比較する。(CV値が⼤きいほどバラツキが⼤きい)

※1 通常の変動係数は標準偏差を求める元データの平均値で割った値
※2 分析区間は表層1.5m(1.75m)を除いた－1.5m(1.75m)〜9.0m(9.25m)とした。

( )は河北潟(実験場②)

変動係数 CV＝
各試験の標準偏差 σ

BM平均N値

変動係数の算出⼿順

25cmごとの
平均値から
標準偏差(σ)
を求める

標準偏差÷
BM平均N値
で変動係数
を求める

分析区間の全
層、連続⾃沈
層前後に分け
て平均変動係
数を算出する

15°-1 15°-2 15°-3 平均
1.75 1.50 10.31 5.48 5.76
2.00 1.50 2.25 1.50 1.75
2.25 1.50 0.75 0.75 1.00
2.50 1.50 0.75 1.50 1.25
2.75 0.75 1.50 1.50 1.25
3.00 0.75 0.75 0.75 0.75
3.25 0.75 0.75 0.75 0.75
3.50 1.50 1.50 1.50 1.50
3.75 1.50 1.50 1.50 1.50
4.00 1.50 1.50 1.50 1.50
4.25 1.50 1.50 1.50 1.50
4.50 1.50 1.50 1.50 1.50
4.75 1.50 1.50 1.50 1.50
5.00 1.50 1.50 1.50 1.50
5.25 2.25 1.50 2.25 2.00
5.50 2.25 1.50 2.25 2.00
5.75 2.25 2.25 3.00 2.50
6.00 2.25 2.25 3.00 2.50
6.25 2.25 2.25 3.00 2.50
6.50 2.25 2.25 3.00 2.50
6.75 2.25 2.25 3.00 2.50
7.00 2.25 2.25 3.00 2.50
7.25 3.00 2.25 3.00 2.75
7.50 3.00 3.00 3.00 3.00
7.75 3.00 3.00 3.00 3.00
8.00 4.20 3.00 3.00 3.40
8.25 4.60 5.00 3.00 4.20
8.50 4.40 4.60 3.00 4.00
8.75 4.40 4.60 3.00 4.00
9.00 4.40 4.60 3.00 4.00
9.25 4.40 4.60 3.00 4.00

深度
(m)

換算N値

3.6013 1.00
0.3536 1.00
0.3536 0.75
0.3536 1.00
0.3536 1.25
0.0000 1.50
0.0000 1.50
0.0000 1.50
0.0000 1.50
0.0000 1.50
0.0000 1.50
0.0000 1.50
0.0000 1.75
0.0000 2.00
0.3536 2.25
0.3536 2.25
0.3536 2.25
0.3536 2.25
0.3536 2.25
0.3536 2.25
0.3536 2.25
0.3536 2.75
0.3536 2.75
0.0000 3.00
0.0000 3.00
0.5657 3.00
0.8641 3.67
0.7118 4.00
0.7118 4.20
0.7118 4.87
0.7118 4.80

BM平均
換算N値

標準偏差
σ

3.60
0.35
0.47
0.35
0.28
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.13
0.13
0.00
0.00
0.19
0.24
0.18
0.17
0.15
0.15

変動係数(CV)
σ/BM平均N値

0.29

0.13

0.24

-7m以浅
平均

-7m以深
平均

全層
平均

平均変動係数

データのまとめ方
各試験ごとに求めた全層、連続⾃沈層前後の平均変動係数をグラフにプロットし、バラツキの
程度を比較する。

0.000
0.040
0.080
0.120
0.160
0.200
0.240
0.280
0.320

BM 不良 10° 15° 10rpm 50rpm 4段階 打抜き 88mm/s

平均変動係数(CV) 全層
-7m以浅
-7m以深算出結果を

プロット

上図例ではBM平均変動係数は連続⾃沈層前後で⼤きな差はなく値も比較的小さいが、
傾斜15°測定の平均変動係数は-7m以浅が⼤きく-7m以深と⼤きな差があり連続⾃沈層
におけるデータのバラツキが⼤きく影響していることがわかる。

全層 0.24
-7m以浅 0.29
-7m以深 0.13

平均CV



実験場①データ分析
⽔⼾市島田町

個々データの乖離度一覧
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◇データの⾒方◇
ゼロライン(±2σライン)上にあ
ればBMとの乖離なしと判定。
乖離がある場合はライン上下
に乖離度がプロットされる。

平均データの乖離度一覧
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◇データの⾒方◇
ゼロライン(±2σライン)上にあ
ればBMとの乖離なしと判定。
乖離がある場合はライン上下
に乖離度がプロットされる。

平均変動係数と乖離度合計

平均変動係数
CV

BM平均±2σとの
乖離度合計試験名

-5m以深-5m以浅全層-5m以深-5m以浅全層

0.059 0.068 0.064 －－－BM

0.031 0.021 0.0260.76 1.70 2.46 不良ロッド

0.090 0.088 0.089-1.45 -1.31 -2.75 傾斜10°

0.059 0.077 0.068 0.04 0.52 0.56 傾斜15°

0.075 0.072 0.074 -0.13 0.44 0.31 10rpm

0.069 0.065 0.067 -1.38 -1.25 -2.63 50rpm

0.047 0.042 0.045 -0.75 -0.50 -1.25 荷重4段階

0.034 0.076 0.054 0.00 0.82 0.82 表層打抜き

0.043 0.043 0.043 -0.05 0.25 0.20 88mm/s

0.000

0.020

0.040

0.060

0.080

0.100

BM 不良 10° 15° 10rpm 50rpm 4段階 打抜き 88mm/s

平均変動係数(CV) 全層
-5m以浅
-5m以深

CV

差分

-3
-2
-1
0
1
2
3

不良 10° 15° 10rpm 50rpm 4段階 打抜き 88mm/s

BM平均±2σとの乖離度合計 全層
-5m以浅
-5m以深

各試験の全体的な傾向を把握するため、各試験25cmごとの平均値とBM平均±2σ
との乖離度および各試験25cmごとの標準偏差とBM平均から求めた変動係数(CV)
を全層、連続⾃沈層前後で平均した結果をグラフ化した。



実験場②データ分析
河北郡津幡町

個々データの乖離度一覧

深度(m)

深度(m)

深度(m)

◇データの⾒方◇
ゼロライン(±2σライン)上にあ
ればBMとの乖離なしと判定。
乖離がある場合はライン上下
に乖離度がプロットされる。
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平均データの乖離度一覧
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◇データの⾒方◇
ゼロライン(±2σライン)上にあ
ればBMとの乖離なしと判定。
乖離がある場合はライン上下
に乖離度がプロットされる。
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平均変動係数と乖離度合計

平均変動係数
CV

BM平均±2σとの
乖離度合計試験名

-7m以深-7m以浅全層-7m以深-7m以浅全層

0.095 0.084 0.087 －－－BM

0.042 0.191 0.148 4.07 6.25 10.32 不良ロッド

0.168 0.173 0.172 2.27 0.79 3.06 傾斜10°

0.133 0.286 0.241 -0.44 3.60 3.16 傾斜15°

0.060 0.086 0.078 0.49 -0.71 -0.21 10rpm

0.188 0.073 0.106 1.69 0.50 2.19 50rpm

0.098 0.063 0.073 1.00 0.25 1.25 荷重4段階

0.138 0.167 0.159 2.07 0.40 2.47 表層打抜き

0.122 0.217 0.189 2.20 3.54 5.74 88mm/s

CV

差分

0.000
0.040
0.080
0.120
0.160
0.200
0.240
0.280
0.320

BM 不良 10° 15° 10rpm 50rpm 4段階 打抜き 88mm/s

平均変動係数(CV) 全層
-7m以浅
-7m以深
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不良 10° 15° 10rpm 50rpm 4段階 打抜き 88mm/s

BM平均±2σとの乖離度合計 全層
-7m以浅
-7m以深

各試験の全体的な傾向を把握するため、各試験25cmごとの平均値とBM平均±2σ
との乖離度および各試験25cmごとの標準偏差とBM平均から求めた変動係数(CV)
を全層、連続⾃沈層前後で平均した結果をグラフ化した。



参考データ分析
岡山市中区

※2021年10月実施済み実験データの再分析

Ｎ値対応(BM平均－各データ平均)
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平均変動係数と乖離度合計

CV

差分

平均変動係数
CV

BM平均±2σとの
乖離度合計試験名

-4.5m以深-4.5m以浅全層-4.5m以深-4.5m以浅全層
0.1477 0.0986 0.1158 －－－BM-Ⅲ

0.1721 0.0885 0.1177 －－－BM-Ⅳ

0.0879 0.0850 0.0860 0.19 0.79 0.98 不良ロッド

0.2348 0.1035 0.1495 3.65 1.63 5.28 傾斜10°
0.2281 0.3568 0.3118 5.58 7.21 12.79 傾斜15°
0.0808 0.0629 0.0692 0.17 0.69 0.86 10rpm(Ⅲ)

0.1195 0.1170 0.1179 1.62 -1.13 0.49 50rpm(Ⅲ)

0.1342 0.0746 0.0955 0.18 1.47 1.65 10rpm(Ⅳ)

0.1446 0.1291 0.1345 0.56 1.64 2.20 50rpm(Ⅳ)

0.0922 0.1015 0.0982 0.00 0.22 0.22 荷重4段階
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14

不良 10° 15° 10rpm(Ⅲ) 50rpm(Ⅲ) 10rpm(Ⅳ) 50rpm(Ⅳ) 4段階

BM平均±2σとの乖離度合計 全層
-4.5m以浅
-4.5m以深

0.000
0.040
0.080
0.120
0.160
0.200
0.240
0.280
0.320
0.360
0.400

BM-Ⅲ BM-Ⅳ 不良 10° 15° 10rpm(Ⅲ)50rpm(Ⅲ)10rpm(Ⅳ)50rpm(Ⅳ) 4段階

平均変動係数(CV)

全層
-4.5m以浅
-4.5m以深

各試験の全体的な傾向を把握するため、各試験25cmごとの平均値とBM平均±2σ
との乖離度および各試験25cmごとの標準偏差とBM平均から求めた変動係数(CV)
を全層、連続⾃沈層前後で平均した結果をグラフ化した。

まとめ

3実験場データまとめ
3実験場のデータをまとめた結果、不良ロッドのバラツキは比較的小さいがデータのプラ
ス側乖離が⼤きく、傾斜測定はデータのプラス乖離・バラツキ共に⼤きいことがわかった。
CV

差分
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プラス側
(危険側)
乖離が顕著

バラツキが
大きい

わかったこと
分析結果を踏まえ、とくにBM
との乖離が⼤きかった不良ロッ
ド、傾斜15°とBM平均を重ね
合わせた換算N値柱状図を示
す。島田町、河北潟の不良
ロッド平均データは概ねBM平
均を超えており、岡山の傾斜
15°ではN≧5回転層の出現
深度が⼤幅に異なるなどいず
れも危険側判定に繋がる可
能性が高いことがわかる。
これらの結果からJIS仕様設
定による正しい運⽤を⾏うこと
が安定した調査結果を得るた
めに重要と考えられる。

不良ロッド 島田町 不良ロッド 河北潟 傾斜15° 岡山

各実験場のBM平均 各試験平均



SWS試験の
ロッド回転速度による
貫入時間への影響
住品協SWS技術小委員会

報国エンジニアリング株式会社 Michael Winter

2

ロッドの回転速度による影響
調査の目的

・改正JIS規格では、試験時の回転速度は毎分15～40回転の範囲とし、毎分30回転
が望ましいとされている

・この時、高回転速度での試験は試験時間の短縮が期待でき、低回転速度では
貫入力の低下により試験時間の増加が懸念される

・全自動調査機では、回転速度を設定することができる

・実際にロッドの回転速度が貫入時間に与える影響を調べるために、日東精工社製の
全自動式調査機 『ジオカルテⅣ』 を用い、３つの現場で３つの回転速度の設定で
比較試験を行った

ロッドの回転速度による影響

3

・島田町、河北潟、岡山の3つの現場で、回転速度毎分10回転、30回転、
50回転（以下10rpm、30rpm、50rpm）の設定で試験を行った

・貫入時間を計るために各試験の動画を録画し、その後パソコンで動画を
見ながら貫入時間を計った

・今回の評価で、計った時間はロッドが地盤に貫入している時間だけである
（自沈時に荷重段階の切換え時間も含む）

・昇降部が上昇している時間やロッドをつなげる作業などの時間を除いた

分析の説明

ロッドの回転速度による影響
4

データ分析の条件

貫入時間に与える影響の分析

・貫入時間をロッド1本ごと(0.75m)の貫入時間で評価した

・表層部分（回転層）、主に自沈層部分とその合計貫入時間に分けて評価した

・河北潟の場合、8.0~9.50mの回転層の貫入時間も計った



ロッドの回転速度による影響
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換算N値と深度の関係 (25cmまるめデータ)
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河北潟

合計貫入時間と深度の関係
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島田町

10rpm

30rpm

50rpm

6分43秒

6分26秒

4分57秒

0∼1.25mの平均貫入時間（表層部分-回転層） 1.25∼8.75mの平均貫入時間（主に自沈層）

0∼8.75mの平均貫入時間

30rpm

50rpm

9分52秒

3分26秒

10rpm

2分47秒

・0~1.25mまでの表層部分で、明確に貫入時間に度回転速の影響が分かる
・1.25~8.75mの主に自沈層のある地盤では、回転速度の影響がないことが分かる
・0~8.75mまで、10rpmでの平均貫入時間は30・50rpmより約4~5分長くなる
・30rpmと50rpmの差は1分以内

10rpm

30rpm

50rpm

14分49秒

10分09秒

9分13秒

貫入時間に与える影響
8

河北潟

・島田町の結果と同じような傾向がある
・0~7.25mまで、10rpmの平均貫入時間が30・50rpmより約14分も長くなる
・30・50rpmでは平均貫入時間の差がない
・8.0m以深の回転層でも、回転速度の影響が確認できる

26分44秒

0∼7.25mの平均貫入時間

10rpm

30rpm

50rpm

13分2秒

13分2秒

10rpm

30rpm

50rpm

16分54秒

4分54秒

4分15秒

0∼1.25mの平均貫入時間（表層部分-回転層）

1分46秒10rpm

30rpm

50rpm

59秒

37秒

8.0∼9.50mの平均貫入時間（回転層）

9分50秒

8分47秒

8分9秒

1.25∼7.25mの平均貫入時間（主に自沈層）

10rpm

30rpm

50rpm



0 100 200 300 400

0.25

0.75

1.25

1.75

2.25

2.75

3.25

3.75

4.25

4.75

5.25

5.75

6.25

6.75

7.25

7.75

8.25

8.75

9.25

Nsw（または秒）

深
度

(m
)

貫入時間に与える影響
9

0 100 200 300 400

0.25

0.75

1.25

1.75

2.25

2.75

3.25

3.75

4.25

4.75

5.25

5.75

6.25

6.75

7.25

7.75

8.25

8.75

9.25

Nsw（または秒）

深
度

(m
)

0 100 200 300 400

0.25

0.75

1.25

1.75

2.25

2.75

3.25

3.75

4.25

4.75

5.25

5.75

6.25

6.75

7.25

7.75

8.25

8.75

9.25

Nsw（または秒）

深
度

(m
)

Nswとロッド毎の貫入時間の関係（河北潟）

10rpm - 1 30rpm - 1 50rpm - 1

Nsw

貫入時間（秒）

Nsw

貫入時間（秒）
Nsw

貫入時間（秒）

ロッドの回転速度による影響
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換算N値と深度の関係 (25cmまるめデータ)

岡山
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表層部は深度1.0m程度ガラ撤去後、
埋戻した。

＊2021年実験
2022年報告会発表

貫入時間に与える影響
11

岡山

・表層の1.0mくらいをほぐし、埋戻したので、岡山の場合、表層部分で回転速度の影響が
なさそう

・1.25~6.50mの間に硬い中間層があるため、その範囲では回転速度の影響が確認できる
・0~6.50mまで、10rpmの平均貫入時間が30・50rpmより約6分も長くなる
・30・50rpmでは平均貫入時間の差がない

30rpm

1分50秒

1分41秒

1分26秒

0∼1.25mの平均貫入時間（表層部分-掘削後）

50rpm 10rpm

50rpm

30rpm

9分48秒

4分08秒

3分42秒

1.25∼6.50mの平均貫入時間（自沈層＋中間層）

10rpm

10rpm

30rpm

50rpm

5分35秒

5分32秒

11分29秒

0∼6.50mの平均貫入時間

50rpm

貫入時間に与える影響
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河北潟島田町

岡山

・３つの現場とも、調査時間に回転速度の影響が確認できる
・10rpmにすると調査時間が長くなる(~14分)が、50rpmにしても、30rpmと
はあまり変わらない

10rpm

50rpm

5分35秒

5分32秒

11分29秒

0∼6.50mの平均貫入時間

10rpm

30rpm

0∼8.75mの平均貫入時間 0∼7.25mの平均貫入時間

26分44秒10rpm

30rpm

50rpm

13分2秒

13分2秒

10rpm

30rpm

50rpm

14分49秒

10分09秒

9分13秒



まとめ
13

貫⼊時間に与える影響

・ロッドの回転速度が貫入時間へ与える影響を調べた

・今年の２ヶ所（島田町・河北潟）と2021年の１ヶ所（岡山）の結果は同じ傾向となった

・回転層では回転速度の影響が明確になった

・主に自沈層では、貫入時間に回転速度の影響がなかったことが分かった

・10rpmの合計貫入時間が30・50rpmと比較し、かなり長かった（~14分）

・30rpmと50rpmを比較すると、合計貫入時間に差がないと考えられる

・50rpmに設定しても、30rpmと比較して、調査時間が短くならないと考えられる
ので、JIS規格の望ましい回転速度30rpmで調査するのが理想だと考えられる



スクリューウエイト貫入試験
点検表について

住品協SWS技術小委員会

㈱三友土質エンジニアリング 小川泰平

JIS改正
装置の校正・精度確認 重視

SWS技術小委員会にて装置の点検表を作成

① 物件毎の点検用

② 6か月以内毎の精度確認用

(精度確認記録保管義務あり)

2

点検表の作成

• 改正前 ： 出荷時または定期的な性能検定の実施

(1)：損傷など確認した場合等の装置の校正

• 改正後 (2)：少なくとも6か月ごとの装置の精度確認

(3)：(1)及び(2)の記録保管・試験報告書に記載

3

JIS改正による校正・精度確認１

(1)：校正

・損傷、過負荷を与えた場合、修理後に行う

・製造メーカーに依頼を推奨

(2)：精度確認

・校正の必要がない場合でも、６か月以内毎に行う

・自主点検可

(3)：校正・精度確認の記録保管、試験報告書記載

4

JIS改正による校正・精度確認２



5

←試験装置情報

←ロッド点検項目

←スクリューポイント点検項目

←打撃方法

←校正・精度確認点検日

物件毎の点検表
記入例１

6

物件毎の点検表
記入例２

7

JIS改正による報告書追加事項

・試験装置の種類

・製造業者、製造番号

物件毎の点検表記入例３

8

物件毎の点検表
記入例４



9

JIS改正による基準変更

・ロッドの曲がり、つないだ状態での角度のずれ

・スクリューポイント全長

物件毎の点検表記入例５

10

物件毎の点検表
記入例６

11

JIS改正による報告書追加事項

・打撃方法

物件毎の点検表記入例７

12

←全自動式

←半自動式

←手動式

←おもりの精度確認

6か月以内毎の点検表
記入例１



13

6か月以内毎の点検表
記入例２

14

6か月以内毎の点検表記入例３

○全自動式

15

6か月以内毎の点検表
記入例４

16

6か月以内毎の点検表記入例５

○半自動式

○手動式



17

6か月以内毎の点検表
記入例６

18

6か月以内毎の点検表記入例7



安全衛生委員会

住宅地盤補強工事における
作業手順書による安全作業

工事事故、労災事故を防止するために、
作業手順書を作成

作業手順書とは、

職場にあるさまざまな作業を、それぞれの作業に応じて、

「安全に」 「良い品質の製品を」「能率よく生産、工事を行う」

ための作業を進める手順と、手順ごとの急所などを定めた

もので、特に安全面を強調したものです。

作業手順書に沿って作業することにより、事故や災害防止の

目的を達成できる仕組み作りです。

2



作業手順書（災害防止）
危険のポイントを図等でわかりやすく示すことで、
事故防止にも

作業手順書（工事事故の防止）
事故原因となる箇所の事前チェックも

軟弱地盤の確認不足による転倒 ホースの破損によるセメント
スラリーの飛散

固化材の飛散による近隣への影響



作業手順書（作業手順の明確化）
作業手順を明確にすることで、施工性の向上と事故防止も

固化材の散布 バックホウ撹拌 ローラー転圧

空袋が風等で
とばないように

オペレーターが気づかない
埋設管を確認

ローラーに挟まれないように

作業手順書参考例

6

表層地盤改良



7

作業手順書参考例

柱状地盤改良

安全衛生委員会 活動計画 まとめ

8

住品協だより新連載予定

「（仮）現場でのリスクアセスメント」

連載概要

・現場で予想される災害・事故などの事例

・事故防止対策等の事例

※上記を毎号で紹介予定



住宅地盤業界におけるインボイス制度についてのアンケート結果概要 

2023 年 2 月 

研究・情報収集小委員会 

植田 

１．アンケートの目的 

2023年（令和5年）10月1日から「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」が導入される予

定です。インボイス制度が始まると事業者においては消費税に絡む点で大きな影響を受ける可能

性があります。そこで住宅地盤業界におけるインボイス制度への理解と現状を把握し会員様に有

意義な情報を配信する事を目的とします。 

・調査時期

2022 年 12 月 26 日～2023 年 1 月 23 日

・調査対象および回答数

会員企業 443 社に依頼し 135 社から 1 社 1 名回答受領（回答率 30.5％）

・調査方法

インターネット及び FAX の併用によるアンケート調査

２．インボイスとは 

税務署長に申請をして登録を受けた事業者だけが発行できる請求書や領収書などのことで「適

格請求書等※」を指す。 

インボイスが交付されないと請求書の受取側（買手）は仕入税額控除が受けられない。

※「等」には請求書、納品書、領収書、レシートも含まれる

３．アンケート結果要約 
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Q1-2 貴社の事業規模 
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Ｑ４‐１ インボイス制度の悩みや課題は？（回答を分類して羅列） 

個人事業主、一人親方、免税事業主に関する悩みや課題 

個人事業主さんに仕事を依頼している事もあり、その事業主がインボイス制度に対応していない場合に困り

ます。また、事務が多少なりとも煩雑になるかなとみています。 

免税事業者や一人親方のインボイス未対応業者による税負担 

非課税業者・一人親方へ課税業者への登録の依頼 

個人の仕入れ先が登録してくれない。 

未登録の事業所／個人事業者に実質の価格値下げを要求する交渉が必要となり、取引継続が煩雑になる。取

引相手が登録／未登録無関係に支払済消費税はそのまま認めるべきである。 

売上１０００万円以下の取引先への支払金額に 10％消費税を適用すべきかどうかの当該事業主との折衝を

いつすべきか考えている。 

免税事業者との取引による税額控除、適格請求書対応が不透明。 

小規模な仕入れ先がインボイスに対応していない 

下請業者の中に、個人事業主の方がいるのでインボイス制度の周知徹底を行っている 

一人親方の調査業者等で免税事業者になるところが多い、取引せずにはいられないので、悩ましい 

個人事業者様への 対応がまだ詳しく分かりにくい。 

一人親方等、現在課税事業者でない方々とも取引があります。もし適格請求発行事業者に登録して貰えない

場合はマイナスに働いてしまうので悩んでいる。消費税はあくまでも預り金なので制度として定着させるの

であれば半強制的に徹底して欲しい。 

取引業者に関する悩みや課題 

取引業者が制度に対応していないと困る 

協力業者の届け出がなされるかどうか。 

売上先、仕入れ先がインボイス制度にきちんと対応していただけるかどうか心配です。 

取引会社すべてが３月 31 日までに対応できるか不安。 

協力業者の登録状況の把握の対応に苦慮している 

協力業者が未登録の場合の対応 

28



事務に関する悩みや課題

経理が煩雑になる

消費税計算が煩雑になりそう

経理部門を主体としてインボイス制度への理解を深め、社内展開を各部署へ働きかけることになりますが、

導入されるまでに十分な各部署の協力、理解が得られるかが心配。おそらく「なんで今までのままじゃだめ

なんだ」という意見が多く出て、その都度説明しなければならないかと思うとぞっとします。

経理処理業務に経費増

いまいち把握していないのと、処理作業の効率の悪さがある。

通知番号は請求書に載せて伝達しているが個別の確認依頼が多く事務負担が増える。

29



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

２．失敗事例・事故事例に学ぶ 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



車両事故 ～積み荷の落下災害～ 

1.車両事故 

車両事故は普段車を運転していれば誰しもが遭遇する可能性のある不幸となります。特にトラ

ックを運転している場合に事故が発生すると積み荷が散乱する可能性が高く、落下・散乱した積

み荷によって第三者を巻き込んでしまう重大な事故に発展する可能性があります。 

 

2.落下物による責任 

 積み荷の落下物による法律上の責任として 

〇道路交通法第 75 条の 10 

 「車両等の運転者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

四 乗降口のドアを閉じ、貨物の積載を確実に行う等当該車両等に乗車している者の転落又は積

載している物の転落若しくは飛散を防ぐため必要な措置を講ずること。」 

 

〇道路交通法第 75 条の 10 

 「自動車の運転者は、高速自動車国道等において自動車を運転しようとするときは、あらかじ

め、燃料、冷却水若しくは原動機のオイルの量又は貨物の積載の状態を点検し、必要がある場合

においては、高速自動車国道等において燃料、冷却水若しくは原動機のオイルの量の不足のため

当該自動車を運転することができなくなること又は積載している物を転落させ、若しくは飛

散させることを防止するための措置を講じなければならない。」 

 

高速道路上に積載物を落とした場合・・・違反点数 2 点 

 落下物によって交通事故や死傷者が出た場合は過失運転致死罪に問われます。 

 

3.車の揺れと積荷の関係 

 社団法人全日本トラック協会より発行されている「安全輸送のための積付け・固縛方法」より、

積荷からの視点でトラックが走り出すときは 

「連続地震の始まり」と例えられています。 
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表 1 車両運転による積荷への影響 3.1) 

常に地震に見舞われるような状況のため、 

積荷の落下や荷崩れを防止する対策が絶対に必要となります。 

4.落下物による車両事故まとめ 

①積荷落下は 

第三者を巻き込む可能性がある 
 
②積荷は走行中、 

大小の地震が常に押し寄せている 
 
③積荷落下の可能性を下げるには(図 1) 

1)貨物の積付け 

2)貨物の固縛 

3)運転方法を組み合わせて実行する 
 
 
参考資料 
3.1)社団法人 全日本トラック協会 「安全輸送のための積付け・固縛方法」平成 19 年 3 月 

車両動作 影響方向 運転動作・影響要因 影響震度 

発進時 後ろ方向 

静かにアクセルを踏み込

む 
震度 2 の軽震 

乱暴に急発進 震度 7 の激震 

走行時 上下方向 

舗装の良い道路 震度 2 の軽震 

道路工事中の段差などの

道路の凸凹 
震度 4 の中震～震度 7 の激震 

カーブ 外方向 

曲線半径 100m のカーブ

で時速 50kn/h で走行 
震度 5 の強震 

曲線半径 100m のカーブ

で時速 60kn/h で走行 
震度 6 の烈震 

停止時 前方向 

通常のブレーキ操作 震度 2 の軽震 

急ブレーキを踏んだ時 震度 7 の激震以上 

図 1 荷崩れを防ぐための対策 

貨物の積付け 貨物の固縛 

運転方法 
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パワハラに関して
実例とその後の対応

～いかにして再発を防止するか～

実は我が国は・・・

2

世界第4位の
パワハラ大国？

職場でいじめや嫌
がらせを受けたこ
とがある人の割合

25.3％

株式会社Japan PI HPより転載



【パワハラ防止法とは】

• 2019年6月5日公布 「改正労働施策推進法」の通称

• 2022年4月1日より 中小企業にも適用される
⇒パワハラの基準を法律で定め、具体的な防止措置を企業に義務化

１ 企業の「職場におけるパワハラに関する方針」を明確化し、

労働者への周知、啓発を行う事

２ 労働者からの苦情を含む相談に応じ、適切な対策を講じる

ために必要な体制を整備する事

３ 職場におけるパワハラの相談を受けた場合、事実関係の

迅速かつ正確な確認と適正な対処を行う事

3

同法においては、違反行為に対する明確な罰則規定はないが、
必要に応じて助言、指導、勧告などが出される。

⇒勧告に従わない場合

厚生労働大臣はその旨を公表することができる

• 対象者・・・正規雇用の社員のみではなく、パート・アルバイト・

派遣社員などの非正規雇用社員も含むすべての

労働者が対象となる。

⇒前頁１の周知・啓発についても同様

4

【パワハラ防止法とは】・・・罰則規定等



パワハラの定義
Ⅰ 優越的な関係

例）上長→部下、元請け→下請け、正社員→非正規雇用社員

Ⅱ 業務上必要かつ相当な範囲を逸脱

⇒度を過ぎた指導、契約範囲外の要求 など

Ⅲ 労働者の就業環境が害される

5

客観的に
判断される。

6

西日本新聞2020年7月14日付け ネット記事より転載
「簡単に判断できない」パワハラ線引き、なお難しく6月に規制法施行



【発生した実例】

「現場作業中における指導担当者による暴行事例」

発生時期 2022年７月下旬～９月上旬

内容 現場作業時に未成年（20歳未満）のA社員が不適切な行動を繰り返

し行おうとしていたため、指導担当者が「何をしているのか」という

言葉と共に、行動を制止する目的で保護帽の上から頭部を数回に

渡り軽く叩いた。

その後、指導担当者が謝罪し、一旦は和解となる。９月早々に

退職の申し出を受理するが、退職日までの勤務について齟齬が生

じ、上長との間に軋轢が発生。当該社員が未成年であったため、

親権者であるご両親とともに来社、会社側と面談による協議が行わ

れる。

7

【対応のポイント】

• 当事者の記憶や記録などを基に経緯書を作成し、事象の共
有と論点の整理を行う。（社内関係者全員の情報共有）

→社労士、弁護士への事前相談・・・会社としての方向性

→早期解決が可能

現場作業と同様、事前準備が極めて重要である。

何の準備もなく協議に臨むという事は、「施工種別も規模も未
確定の現場下見」を行うのと同レベルである。

8



【再発防止対策】 ※指導教育の徹底

① 社労士による「パワハラ防止セミナー」の開催

⇒役員含む幹部社員対象、録画データを対象者に公開

② 社員・協力業者様への教育
（正社員・アルバイト・派遣社員含む全社員を対象）

⇒担当者作成による動画視聴
パワハラ防止法解説 若い社員との接し方

9

【実施後の状況】動画視聴後のコメント抜粋

• 前職でのパワハラ経験が深くトラウマとなっているが、これからに希望を感じることが
できた。（社員）

• この世代だからと決めつけず、一人の人間として向き合うことを学んだ。（社員）

• どういう叱り方で教育し、どういうほめ方で成長させるか、管理職としてしっかり勉強し
ていきたい。（社員）

• 相手を尊重し、思いやりをもって人と接していこうと思う。（協力業者様）

• 人を動かすには、人間関係の構築が不可欠、一方的に押し付けるのではなく、相手の
意見を尊重していきたい。（協力業者様）

• 自分の間違っていたところがよく分かった。今後の行動につなげたい。（協力業者様）

10



【他の事例】

• 企業という枠内では、「パワハラ」「セクハラ」のみではなく、
「逆パワハラ（部下から上司）」、非喫煙者に対する「スモハラ」、
宴会などでの飲酒強要による「アルハラ」等が発生する可能
性がある。

⇒今後は《ハラスメントの可能性》

「スモハラの実例」

車移動の最中、非喫煙者が含まれる車内での喫煙行為

⇒見かねた先輩社員からの提案により、全社に向けて『車両内
禁煙』のルール制定

11

【まとめ】

１ パワハラ防止法の内容をしっかりと理解すること。

２ 年齢、立場に関わらず、真摯な姿勢で相手と向き合うこと。

３ 一度の指導で完結するものではなく長期的継続的に取り組む

必要がある。
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『工事事故（物損）の事例紹介』 

１．はじめに 

今回、『失敗事例・事故事例に学ぶ』という題目の中で事故・物損について発表をさ

せて頂きます。協会員の皆様も工事中の事故や破損については様々なケースをご経験

されていることと思われます。今回は私が経験した中で、道路埋設管の破損と重機転

倒事故についてご紹介させて頂きます。どちらの事例におきましても、予測できた事

例だったとは思いますが、事故に対する、原因と是正改善策・予防策についてとなり

ます。 

 

２．道路埋設管の破損事例 

工事場所は日本有数の温泉地である熱海市。改

良工事そのものではなく、改良重機搬入用のスロ

ープを造成する際に道路を走らせたミニユンボ

の振動によるものが原因となり、道路埋設管を破

損させてしまった事例になります。どのようにし

たら予防できたのか、事前準備は十分だったのか

等、原因と予防措置について発表します。 

 

2-1.原因 

埋設された温泉管が老朽化しており、耐久性が著しく低下していたことが破損の直

接的な原因となります。また、地域特性、打合せ時の聞き取り不足も間接的な原因と

なります。また、それに付随し、道路養生の未実施など、重機が公道を走ることに対

するリスクヘッジが不足していたことが原因となります。 

2-2.再発防止策 

特殊な地域においては、給排水とは別に引いてある配管がある可能性があるかもし

れないということを認識し、現地調査、事前の聞き取り調査が必要。また、重機の自

走が発生する場合には鉄板敷設などの養生を実施し、アスファルト、コンクリート養

生を実施することと取り決めた。 

  

  

  

熱海の景色 
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３．改良重機転倒事例

施工内容は土間下補強工事となります。工事進入時には既に梁が何本も施工された

状態となっており、梁を超えながらの作業となりました。エリアによっては狭いエリ

アで梁越えを行う必要があり、砕石の敷設、鉄板養生などが不十分な箇所での作業と

なり、不安全状態での作業を実施しなくてはいけない状態でした。転倒に至った原因

と予防措置について発表します。

3-1.原因

既存の梁部分を乗り越える必要がり、元請け支給で梁の両側に砕石盛土、梁上部に

は鉄板敷設（1.5ｍ×3.0ｍ）を実施。養生範囲、内容において不足があったにも拘らず

不安全状態で作業をしてしまったことが原因となる。

3-2.是正防止策

『作業開始前重機接地面 事前チェックリスト』を作成。それに準じて重機接地面

の確認を行い、不適合箇所を発見した場合には作業手順の見直しと、予防対策の実施

を確認した後、作業の再開を行う。

 また、原因の一つとなっている敷き鉄板端部にクローラーを設置してしまったこと

に関しては、端部への積載は禁止とし、事前に設置位置をカラーコーン等で確認でき

る対策をとることとした。 
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労災事故 
杭打機組⽴時 ロッドの落下 
【発⽣状況】 

 杭打機組立て時のロッド継ぎたし作業を行っていた際、ロッドが落下し手元作業員の右腕

が挟まれ被災し、同時に衝撃で足にも負荷がかかり右足を被災した。 

 
◆被災者情報 年齢：60 歳 経験 14 年 

◆傷病名 右上腕部不全切断、右肘複雑⾻折 

右⾜脛部⾻折 

 ※現場復帰できず、現在もリハビリ中 

◆⼿術内容 ・右腕上腕切断部動脈を⾜の静脈を移植して
バイパス縫合⼿術 

・右肘損傷部の動脈、神経、静脈を繋げた。 
・右肘複雑⾻折部のプレートにて固定。 
・右⾜靱帯断裂部を接合。 
・右⾜腓⾻⾻折部プレートにて固定。 
・⾎管部分に関しては、1 週間程の経過観察 

【原因】 

 杭打機のロッド継ぎたし作業時、ロッドをつかむためのクランプ部

を閉めたが、開放防止ピンを装着していなかったため、クランプ部を

閉めることが出来ず、上部オーガモーターでつかんでいたロッドを放

したときに、ロッドが約 1m の高さから落下した。(ロッド重量約１t） 

 
◆不安全行動 

 オペレーターは前方に仮置きした延長ロッドのジョイントパッキンの

有無を確認するよう手元作業員に指示したが、手元作業員は本体装着済

みのロッド内部パッキンだと思い込み、認識の相違が生じた。お互いが流

れ作業になり、合図、目視の確認を怠っていた。 

 

◆災害の発生 

 手元作業員がロッド内に手を入れパッキン

有無の確認時、オペレーターは周囲の確認を

怠り、ロッド掴みかえ作業を行ってしまった。 

 クランプ部開放防止ピンを装着していない

為、ロッドを固定できず、落下し手元作業員が

被災した。 

  

ロッドが落下し、被災 

延⻑ロッド 

開放防⽌ピン 

ピン装着 ピン未装着 
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【再発防⽌策】 

◆安全管理面 

・作業主任者は組立て作業前に関係者を集め作業内容を周知、全員が内容を把握した状態で

作業を行う。 

・オペレーターは機械作動時、周辺に人がいないことを目視、合図にて確認してから機械動

作を行う。 

・手元工は機械に近づく際は、オペレーターの目をみて合図を行い、お互い安全を確認した

状態で、次の作業工程を行う。 

 

◆機械・装置面 

・ロッド掴み替え作業時は、クランプ開放防止ピン装着の確認をオペレーター、手元工双方

にて確認してから次工程を行う。 

・組立て時のロッド掴み替え作業をする際は、ロッドを地表面に設置しロッドが落下しない

よう、作業を行う。 
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鋼管継⼿ 挟まれ事故 
【発⽣状況】 

 鋼管打設作業時、手元工が無溶接継手の接続作業中に鋼管継

手部の固定ボルト締め付け作業を行う際、固定ボルトが入りに

くく、ボルト孔に人差し指を入れ、ボルト孔貫通の確認を行っ

ていた。 

 上記作業中にオペレーターが誤って操作レバーに触れ、鋼管

が吊上がり、手元工の右手人差し指が挟まれ、人差し指先端が

切断されてしまった。 

◆被災者情報 年齢：44 歳 経験 11 か⽉ 

◆傷病名 右⼿⼈差し指先端部切断 

◆休業⽇数 全治 3 週間 

【原因】 

◆教育 

作業について、取扱い手順・注意事項の共有・指導を行って

いなかった。 

◆不安全行動 

・初めて使用する鋼管継手ジョイントに慣れていなかった為、

ボルト孔貫通の確認作業時に指を入れて行っていた。 

・手元工が施工機回転部付近での近接作業時にオペレーター

が安全レバー、操電源の OFF 等の安全措置を怠っていた。 

【再発防⽌策】 

◆安全管理面 

・送り出し教育時に施工管理者が作業員へ安全対策及び伝達

事項の共有を行う。 

・不慣れな作業に関して、取扱い手順、注意事項の共有指導

を必ず行う。 

・危険予知活動時に不安全ポイントの洗い出し、対策を作業

員全員で周知徹底し、不安全行動の撲滅を図る。 

◆機械・装置面 

・ボルト孔貫通の確認作業を行う際は、安全を考慮し鉄筋棒等を使用する。 

◆不安全行動  

・継手ボルト孔の中には指を入れない。  

・オペレーターは手元工が施工機近接作業を行っている際は、安全レバー及び操作電源を OFF

にし、誤作動を起こさない。 

上 杭 

下 杭 

無溶接継⼿ 

【無溶接継
⼿】 

指を⼊れない！ 
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調査機 挟まれ事故 
【発⽣状況】 

新人営業担当が調査業務の現場研修中に、機械可動部（載

荷台フレーム）が上昇時に左手を可動部に置いたことにより、

機械コラムと機械可動部（載荷台）に左手中指が機械に挟ま

れ、骨、爪以外の肉が削ぎ落とされてしまった。 

 救急車で病院へ向かい、第一間接より上の骨、爪を切断する労災

事故となった。 

 
◆被災者情報 年齢：24 歳 経験 2 か⽉ 

◆傷病名 左⼿中指切断 

◆休業⽇数 全治 3 週間 

  

【原因】 

◆教育 

研修を行う前に作業の注意事項、機械の取扱い手順の共有・指導

を行っていなかった。 

 

◆不安全行動 

機械可動部に無意識に手を置いてしまった。 

 

【再発防⽌策】 

◆安全管理面 

・研修前に取扱い手順、注意事項の共有、指導を必ず行う。 

・危険予知活動時に不安全ポイントの洗い出し、対策を作業員全員で周知徹底し、不安全行

動の撲滅を図る。 

 

◆機械・装置面 

・試験中は調査機本体に触らない。 

  

◆不安全行動  

・作業主任者は、同行者（研修者）がいる場合、人払いの対策をとり、行動を観察する。 

・機械を稼働させる際は、同行者に合図（声かけ）をし、注意喚起後、作業を開始する。 
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施⼯機 挟まれ事故 
【発⽣状況】 

RES-P ⼯法作業時、⼿元⼯が使⽤重機にパイプをセットするときにロ
アーガイド（振れ⽌め部）に⼿を掛けたままの状態で開閉作業を⾏い、左
⼿親指を挟まれる事故が発⽣した。 
 
◆傷病名 左⺟指挫滅創・開放⾻折、中指挫創 

 
  
 
 
 
 
 

【原因】 

◆合図の誤認識 

パイプをなかなかセットできず、セットできた時に思わず「よっしゃ！」と声が出て、こ

れがオペレーターに「よし！（OK）」と捉えられ、指を置いたまま振れ止め部を作動し事故と

なった。 

◆不安全行動 

機械可動部に手を置いていた。 

◆機械・装置面 

振れ止めが一瞬で閉じ指を外す隙がなかった。 

【再発防⽌策】 

◆合図の誤認識 

合図の再確認を口頭ではなく手で行う。 

◆不安全行動 

 機械作動部には手を置かない。 

 作業手順の指導を行う。  

◆機械・装置面 

重機の油圧を調整し、ゆっくり作動するように加工を施した。 

 

ロアーガイド 
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新規造成分譲地 建物不同沈下事故 

～16 棟分譲で 14 棟の不同沈下事故～ 

１．概要 

場所：某県 

地盤改良工種：柱状改良 φ500 ㎜ L=6.5m~8.0m 

地盤改良施工時期：2002 年 5 月 

沈下発生発覚：2002 年 9 月 

原因：腐植土層（層厚４ｍ）の固化不良 

  ：1ｍ以上の新規盛り土による宅地全体での圧密沈下 

（１）沈下事故発生状況 

ある 1 棟完了検査による違和感から不同沈下の疑いが出る。レベル測量により不

同沈下現象が生じていることが発覚。発注者は全棟の不同沈下の疑いを持ち地盤改

良施工会社と共にレベル測量を実施。16 棟分譲の内 3/1000 を超える傾斜家屋が 14

棟あることが分かった。 

（２）不同沈下が発生した直接的原因 

 ・柱状改良体の固化不良（4ｍ腐植土層） 

 ・盛土による分譲地全体で腐植土層を含む軟弱層の圧密沈下現象発生 

 

２．地盤会社の瑕疵 

（１）調査 

・事前ロケーション調査未実施（開析谷であること把握できず） 

・調査時の土質サンプリング未実施（腐植土発見できず） 

・造成前の全体把握調査 

・調査員による周辺情報収集（未実施） 

 以降 宅地計画ができたが再調査未実施 

（２）設計 

 ・柱状改良で計画 

 ・造成前調査結果で検討 

  以降 

  宅地計画ができたが再調査未実施に続き再検討も未実施 

（３）施工 

 ・柱状改良 
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 ・事前土質サンプリング未実施 

 ・モールドコアは杭頭のみ（協力会社任せ） 

  

３．その後地盤会社の賠償対応 

① 14 棟アンダーピーニング工事の実施 

② 外構改修工事 

③ 内装改修工事 

④ 10 年間建物レベル測量実施 

 賠償工事に要した金額 1 億 3 千万円 

 

４．現在対応できている地盤会社の危険回避行動 

① 事前ロケーションで腐植土の存在は予想・把握できる。 

② 保有している近隣データや施工実績などから地盤概要が事前把握できる。 

③ 調査依頼を請けた時点でお客様に地盤概要を説明して方向性（改良方法や抜け

あがり等）を示すことができる。 

④ 実際調査でサンプリング・盛土量などを把握できる。 

⑤ 柱状改良を避ける・鋼管等の既成杭で地盤補強方法を検討する。 

⑥ 柱状改良採用する場合は事前配合試験を実施する。 

⑦ 地盤補強を請け負わない。 

 

５．最後に 

調査・設計・施工の全ての点で進歩した現在においても大型分譲地で同様な事例を

聞くことが多い。その要因は、 

① 価格競争で強引に獲得した改良方法が施工地に不向きであった。 

② 工法の選定そのもののミス 

③ 仕事を確保したいという気持ちが実施すべきでないという抑止力を上回る。 

事例を題材に発注者へ理解を求める活動も不同沈下事故を起こさないためにも必

要なことであると考える。 
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品質管理 

 

セメントミルク杭状地盤補強体の位置（芯）ズレ 

 

位置ずれまたは芯ズレとは、設計図での改良芯と、現場で施工した改良芯のズレのことで

あり、打設精度とも言う。杭状地盤補強工法のなかの管理のうち、この精度確保に一番注意

を必要とする。その理由として一番大きいのは、見えない地中に打ち込むため、地中の状況

により、ズレが生じてしまう事が避けられないためである。 

戸建住宅の建て替え工事において、既存住宅解体が行われたが悪天候も影響し、地盤は非

常に軟弱化した。このため重機転倒防止のために表層改良地盤を行ったが、この固化地盤が

起因して芯ズレを大きく生じてしまうこととなった。品質に大きく影響する打設精度を向上

させるために、どのような工夫したか、事例を紹介する。 

 

１．従来の芯ズレ管理方法 

工法の管理値（許容値）は 50 ㎜。従来の管理方法は、芯から直角 2 方向に逃げ芯を打込み、

掘削ロッドから逃げ杭までの距離をスケールで検尺する。 

 

２．転倒防止を目的とした表層改良地盤の実施 

 改良機の転倒防止を目的に、建物範囲（基礎外形）0.50m に対して実施。対象土は主に粘性

土を主体とする盛土。セメント系固化材を添加、バックホウで混合・締固めを実施。 

 

３．芯ズレ状況、芯ずれ要因の考察 

 建物外周部において、基準を超過するほどのズレを生じた。外周部は、未改良と改良範囲

の境目である。通常の杭施工では、地盤の軟らかい方向に向けて傾き、ズレ易くなる。これ

らの状況を分析し対策を検討。 

 

４．対策の実施と効果の確認  

・使用掘削ロッドの型を変更し打設する方法。 

・改良地盤を打設箇所のみ、部分的に除去し打設する方法。 
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品質管理 

 

改良工事における地下水の影響 

 

深層混合処理工法の品質検査の指標にコア採取率と一軸圧縮強度がある。これにより、コ

アを抜き取った改良体の連続性、長さ、圧縮強度を確認する。 

ある現場において改良施工後に全長コアの採取を行ったところ、コア採取することが出来

なかった。現地の状況から、地下水により固化が阻害されたと考えられた。 

ここでは、色々な状況を見ながら、地下水の影響を推測する。 

 

１．採取コアの状況（採取率、コア写真） 

改良体長さ 6.5m の全長コアにおいて、採取できない区間、または採取できた区間でも 

コアの状態（固化状況）は非常に悪かった。 

 

２．現地の状況（写真・動画） 

 コアの状態から固化不良の疑いがあり、まず現状確認のため、改良体周辺の掘削。掘削側

面が崩落するほどの水を確認した。 

 

３．地盤調査、地形状況（柱状図、航空写真） 

 調査結果に示さる地下水位は盛土下部に存在している。現地は東側に山、西側に海を持ち

その海側に位置している。調査結果をみても海側に向かって水位が低くなり傾斜している。 

 

４．施工状況（写真） 

施工中に掘削部分よりセメントミルクの吹き出しが発生していた。地下水が流入すること

により、セメントミルクの逆流が発生していたものと推測される。 

 

５．今後の対策について 

 ・着手前のロケーション確認 

 ・施工前に現地掘削状況(土採取時等)の確認 

 ・施工時の通常と異なる事象がないか確認 
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３．外部講演 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



第6回住品協技術報告会

外部講演 インボイス制度について

税理⼠・中⼩企業診断⼠・MBA
ケーティーエムジー株式会社 代表取締役 菅野浩司

【略歴】 岩⼿県⽴盛岡北⾼校・明治⼤学商学部卒、2013年MBA取得
シダックス株式会社（持ち株会社）の経営戦略推進本部にて、事業会社の管理会計、

M&A業務に従事した後、内部統制（会社法、J-sox)プロジェクトに従事。その後、事業
⼦会社の関東北⽀店の事務部⾨責任者として150店舗の運営管理を経験。その他、株主総
会の運営など。

【経営⽀援】管理会計・業務遂⾏管理、内部統制組織の構築運営、M&A実務⽀援、税務会計
【会 社 法】定款、株主総会運営、株主名簿管理⼈代⾏

種類株式の導⼊⽀援（⻩⾦株︓拒否権付き株式、役員選任株式）
【兼 職】菅野浩司税理⼠事務所（経営⾰新等⽀援機関）

東京都商⼯会連合会エキスパートバンク登録、ミラサポ専⾨家登録
岩⼿県産業振興センター専⾨家登録
明治⼤学社会イノベーション・デザイン研究所客員研究員

【⽀援業務】クラウド会計導⼊によるBack Office効率化⽀援・ERP⽀援
M&A、中⼩企業の企業価値・事業性評価デューディリジェンス、特許権譲渡
事業承継の⽀援（税制・補助⾦・事業承継全般）
中⼩企業等経営強化税制の採択⽀援
先端設備等導⼊計画の作成⽀援
地域創⽣クラウドファンディングの導⼊⽀援
ものづくり補助⾦・事業再構築補助⾦・⼩規模事業者持続化補助⾦⽀援
東京都⾰新的技術等の補助⾦⽀援、IT導⼊補助⾦⽀援



適格請求書（インボイス）発⾏事業者の登録件数

参考︓2021年6⽉時点の全国の企業数367万4000社



アンケート結果から抜粋
Q1-2 貴社の事業規模（年商）
A1-2 1億円以上 89.6％

Q2-1 貴社は課税︖免税事業者︖
A2-1 課税事業者99.3％

Q2-2 インボイス制度把握は︖
A2-2 把握している93.3％

Q3-2 インボイス発⾏事業者に登録済ですか︖
A3-2 はい＆申請中 90.4％

概ね「⾃社」の
インボイス登録に関しては
準備完了している。

・簡易課税、20％特例の対象
となる事業者も少ない



１．制度のおさらい



適格請求書発⾏事業者の義務
１．適格請求書の交付義務
・買い⼿（課税事業者）の求めに応じて発⾏
２．適格返還請求書の交付義務
３．修正した適格請求書等の交付義務
４．写し等の保存義務



インボイスの記載事項



仕⼊れ明細書等の記載事項



仕⼊税額控除の要件





インボイス制度の負担軽減措置（案）のよくある質問と
その回答財務省（令和５年１⽉ 20 ⽇時点）

• 2023年10⽉1⽇から開始するインボイス制度への移⾏に伴う影
響を緩和するために、事業者の負担軽減措置等が設けられまし
た。

【1⼈親⽅・個⼈事業主・免税事業者との取引】に関係
• 対象者︓基準期間における課税売上⾼が1億円以下の事業者
• ⼿続きの簡素化︓1万円未満であればインボイス不要







２．取引先（調達先）との取引の注意点



出典:消費税の円滑かつ適正な転嫁のために_内閣官房、内閣府、公正取引委員会、消費者庁、財務省HP



出典︓「インボイス制度後の免税事業者との取引に係る下請法等の考え⽅」財務省





出典︓「インボイス制度後の免税事業者との建設⼯事の請負契約に係る建設業法上の考え⽅の⼀事例」財務省

３．補助⾦活⽤



IT導⼊補助⾦
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